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2020年は、通常流行が
進行する２-３月に逆に
減少。これはCOVID-19
の予防対策による減少で
あり、ロタワクチン定期
接種の開始とは無関係。

2019年

Web資料図１：ロタウイルス性感染性胃腸炎の流行状況
2013年～2022年（定点あたり報告数）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/10/2096-weeklygraph/4088-22gastrota.html
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Web資料図２：ノロ、ロタウイルス性胃腸炎などの月別報告状況
https://www.niid.go.jp/niid/ja/kansennohanashi/3377-rota-intro.htmlより
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Web資料図３：各種感染症の定点報告がCOVID-19流行後、減少
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Web資料図４：０～４歳児の胃腸炎死亡の年次推移（ウイルス性、その他および合計）
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2005-19年で
R2=0.0146
P = 0.679

2005-19年で
R2=0.6164
P = 0.006

2005-19年で
R2=0.0546
P = 0.426

0-4歳児も、そのうちの0歳児についても、ウイルス性以外の胃腸炎死亡数は、 2005年から2019年にかけて、
確実に減少しているが、ウイルス性胃腸炎死亡については2010年から2013年にかけて特に増加の傾向を見た
ものの、その後は2009年のレベルに戻っていた。ウイルス性胃腸炎については、ロタウイルス以外に、ノロ
ウイルス性の胃腸炎の流行があり、そのための死亡がありうるものの、ロタウイルスによる死亡の減少に伴
なうウイルス性胃腸炎死亡の減少は明らかでないと考えられる。

2005-19年で
R2=0.5657
P = 0.009

ウイルス性 ウイルス性
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Web資料図５：その他の胃腸炎による死亡者数の推移 2005-2021

その他の胃腸炎死亡は、2019年まで、0歳も0-4歳も、着実に減少してきている。



Web資料図６：ウイルス性胃腸炎による死亡者数の推移 2005-2021
ロタウイルスだけでなくノロウイルスなどすべてのウイルス性胃腸炎による死亡を含む
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2010～2013年だけ、突出して多く、何か特別の原因があったのかもしれないが、
他の年は、2012年のロタウイルスワクチン導入後も2019年までほとんど変化がない。



Web 資料図７：ロタワクチン接種後野生株ロタ性胃腸炎を発症・死亡した１歳児
（発症時１歳）

その１/２



すなわち、21トリソミーの男児には、
このワクチンは無効であったというこ
とを示している。

１例のみではあるが、2017年におけ
る1歳児のウイルス性胃腸炎死亡例が２
人であったので、そのうちの１人であ
る。免疫が低下していて、効いてほし
い児に対しては、死亡を防止できてい
ないということを示している。

死亡の防止という観点からすれば、
ロタウイルスワクチンは無意味という
べきである。

2017/12/28

Web 資料図７：ロタワクチン接種後野生株ロタ性胃腸炎を発症・死亡した１歳児

その2/２



全ワクチン
Web資料表 ワクチン接種者数、死亡数、死亡率の比較



・ロタウイルスワクチンは、2013年4月からの統計学で、2022年6月までに合計約800万人が
接種を受け、42件の死亡報告があった。

・複数接種を補正すると、12人が、ロタウイルスワクチンによるものと推定された。
約9年間で12人の死亡に相当する。

・この間の、ロタウイルスやノロウイルスなどウイルス性胃腸炎による0歳児の死亡者数は、
合計26人であった。

・その半数がロタウイルスによるとすると13人であり、ワクチン接種後の死亡数とほとんど
違わない。

・ロタリックスの大規模ランダム化比較試験（RCT）で肺炎死亡が有意に多く、100日以内の
総死亡が有意に近い増加を示していたこと、それに、ロタウイルスワクチンの開始前後で、
ウイルス性胃腸炎による０～４歳児の死亡が変化していないことと合わせると、死亡に関し
ては、逆にワクチンによって増えている可能性すらありうる。

・ロタウイルス性胃腸炎の重症化を防止したとしても、死亡が増加したのでは何にもならない。
・ロタウイルスワクチンは推奨しない。

ロタワクチン接種後の死亡とウイルス性胃腸炎重症化抑制の比較（まとめ）


